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　前報1）で私は各々インフルエンザ・ウイルスに
対する血清抗体価の長期間における変動状況を観
察し，抗体価の時間的変動が多くの場合直線回帰
的傾向を有することを認めた。
　よって本報ではこの事実に基づいて，抗体変動
の機序を理論的に考察し，前報に得た成績をこの
理論に従って検討しようと試みた。
1．抗体変動に封ずる理論的考察
　抗体の時間的変動が集団として直線回帰を示すことよ
り，時点toにおける各個体の抗体価をX軸に，時点七1に
おける抗体価をY軸にとってこれに当はめた回帰直線を’
考えると，Fig．1に示す如くこの期間に各個体の抗体価に
変動がないときには回帰：直線は風点を0を通りOXと45。
をなす直線OPに一致する。また各個体の抗体価が低下し
た場合には回帰直線はOPの．『ト1方に，上昇した場合にはそ
の上方に位置することになる。またイの流行が極めて強く
集団が尽く感染して生体が産生し得る極限の抗体価Aに
達したとすると，その直線はAPに一致することになる。
　しかし前報に述べたように，イに感染した際1こは感染前
の抗体の低い者ほどその上昇度が高く，さらに感染が終了
した後には高い抗体ほど低一ドの度が著しいことが知られて
いるので，抗体の集団的変動の傾向に当はめた直線は殆ど
総ての場合X軸に対して45qより小さい角度の傾斜を示す
筈である。従ってその直線は殆ど総ての場合直線OP及び
OY，或いはその延長線と交わることになる。
1）外園：札幌医誌6，159（昭29）．
　今或る集団の抗体変動に対して回帰直線1が得られたと
し，この直線がOP及びOYと交わる点をそれぞれp，　al
とする。またpのX座標における値をXpとすると，この
際の抗体変動は集団的傾向として感染前の抗体価がXp以
下の個体では上昇し，Xp以上の個体では低下したと見ら
れる。換言すれば感染前の抗体がXp以下の著は感染を受
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　Fig．　1．　Graphical　representation　of　the
trends　of　the　fluctua七ion　in　antibody　titers．
1，　II　and　III　indieate　the　regression　lines
fitted　against　the　changes　in　antibody　titer
between　time　be　and　ti．　Dotted　line　shows
the　theoretical　trend　of　the　re．trression　in
ease　III．　lnfeetivity　of　vi　rus　is　indieated　by
“Xp”　and　group　suseeptibility　for　infeetion
is　shown　bジ‘a．”
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けたために抗体が上昇するが，Xp以上の者は感染を免れ
．たために，時日と共に抗体が自然低下したと考えられる。
但しこれは観察期間が相当に長い場合であって，もし流行
の直後に抗体測定を行ったとすると，既に高い抗体を有し
ている者では感染を受けず，また短期間にはその抗体価は
殆ど変動しないから，集団としての抗体変藪は曲線回帰を
示す筈であり，このことは前報の実験的感染における変動
で証明されている’）。よってここでは数箇月聞の長期変動
のみを対象とすると，流行株ウイルスの感染力が強いほど
高い抗体を有する者も感染して抗体が上昇すると考えられ
るから，感染が強いほどXpの値も増大する。しかもこの
ことは集団が流行前に保有している抗体価の分布とは無関
係であるから，Xpの値はその際における流行株ウィルス
の感染力の強さを示すことになる。これは集団を対象とし
た時のウイルスの感染力を意味するものであるから，Xp
を集団感染指数と名付けた。
　次に同じ流行の際別の集団を考え，その抗体変動に対し
て回線直線IIが得られたとすると，仮定によりウイルX
の感染力が等しいから直線1コ口Iは基準線OP上でとも
にp点で交わる筈である。直線IIがY軸と交わる点をag
とすると，図に示すよ5に同じ流行においても抗体上昇度
の高い集団ほどaの値が旧き’くなる。この際ウイルスに対
する感受性の高い集団ほど抗体産生能力も高いと仮定すれ
ば，上述と同様の見解からaを集団感受指数と呼ぶことが
出来る。
　次に刷る期間に隼団の総ての個体に抗体の低下が起り，
特に初期に低い抗体がこの闇に弊全に消失した場合を仮定
すると，その抗体変動は理論的には図の点線で示す如き曲
線回帰を呈する筈である。しかし抗体測定に通常のthL球脚
隼抑制反応を用いる時は著しく低い抗体は非特異的因子の
影響により精密な値を得ることが困難であるから，笑際の
測定値にはかかる低い値は現われない。従ってその際の抗
体変動に対する回帰＝は近似的に直線III　lこ示す如くなり，
この場合のXp及びaは共に負の値をとることになる。即
ちこの現論に従えば集団として抗体の低下が起っても，そ
の一部の個体に抗体が上昇している時にはXp，　aは常に
正の値とたり，隼団の総ての個体に抗体の低下が起つた時
にのみ負の値を示すことになる。
　以上は特定のウイルスに対する抗体変動についてであっ
たが，次に同じ集団について異なる2種の抗体の変動を観
察し，それぞれに当はめた回帰直線がFig．1において直線
1及びIIの如くなったとすると，この両株ウィルスの感染
指数が互いに等しいために，Xpの値によってはこの際の
流行株を決定することは出来ない。しかし原因ウィルス株
に対する抗体の上昇が類属抗体の上昇よりも優勢なる事
実2）からすれば，　図の直線IIで示される抗体に対応する
ウイルスがその婬行株であると推定すべきであろう。
　弐に両種抗体の変動をFig．2の楕円で示し，それぞれに
対する回帰直線を1，IIとすると，図に見るようにこの際
の流行前後における抗体平均は両者ともにx，yであるか
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　　　Fig．　Z．　Relation　between　the　value　of　Xp
　　and　the　changes　in　mean　antibody　titers．
　　Shaded　and　unshaded　ellipses　show　the　hypo－
　　thetical　area　of　the　distributions　of　antibody
　　titers　against　two　virus　str，　ains．　The　mean
　　titers　of　pre一　and　post－infections　are　quite
　　the　same　in　both　an七ibodies，　but　the　values
　　of　Xp　show　remarkable　difr’erences　between
　　them．
ら，集団の抗体平均の変化を以ては流行株ウイルスの推定
は不可能である。しかし各抗体に対するXpの値を求める
と図の如く抗体の変動傾向によって明らかに異なるので，
この場合には直線工で示された抗体に対応するウィルスが
原因株と推論される。
　以上により諸種の揚合における抗体変動の理論を図形的
に説明し，Xp及びaが常に独立の変量として数量化され
る’ことを述べた。しかし抗体変動に当はめた回帰直線には
誤差があり，これから導かれたXp，　aにも誤差が含まれて
いる。従ってこれ等の値によって各種抗体の隼団変動を比
較するためには先ず抗体変動の有意性を検討し，次いでこ
れ等の値を統計学的に取扱う必要がある。
　ある期閥の抗体変動が有意なるか否かはこれに当はめた
回帰直線y＝a一トbxの標本回帰罪数b及び常数aについ
て，（b－1＞rtσb，　a／σaがそれぞれN（o，1）なる分布に従う
ことによって検定される3）。
2）　Meiklejohn，　G・　＆　Bruyn，　H・　B一：　Am．　J．　Pub．
　Health　39，　44　（1949）．
3）　Hald，　A．　：　Statistical　Theory　with　Engineering
　Applieation　571　（1952）・
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　抗体変動が有意と認められた抗体について，集団感受指
数．aの信頼限界は
　　　　　　a±七〇a
によって与えられる。
　次に集団感染指数Xpの信頼限界はXpをxと書くと，
Fig．1から明かなようにxについて　　　　　　’．
　　　　　　y＝a＋bx
　　　　　　y＝x
が同時に成立するから，（1），（2）から
　　　　　　（g．：tlli［bxi．i：一IEx）！’＝tL）
　　　　　　　　Oy‘
とおいて，
（1）
c？；］
（3）
　　　　　（3）をxに関する2次式として解くと，その根
がXpの信頼限界を示す値になる4）。但し
　　　　　　σy2＝：σa2十σb2　x2十2ρabσaσbX
である5）。
II。上述の理論による賓瞼成績の楡討
　前章でイ抗体の時間酌推移が直線回帰を示す場合につい
て抗体の集団変動に関する理諭を導いたが，次にこの理論
を実際の例に適用した場合，その抗体変動が血清疫学的に
どのように説明されるかを検討した。
　実験例として前報に槻察した昭和26年6月より5箇月
闇及びさらにそれに続く4箇月聞の抗体変動の資料を用
い，おのおのに当はめた回帰直線を前章に述べた方法で検
定して，抗体変動が有意と認められたものについてそれぞ
れの回帰直線から上述した集団感染指数Xp，壌団感受指
数a，及びおのおのに対する信頼度95％の信顛限界を求
めて相互に比較した。
　1＞昭和25年6月よリ5箇月間の抗体変動：Table　1
に示す如く小挙々童のPR　8抗体を除けば　この期聞に各
群の抗体はいずれも有意の変動を示している。よってこれ
らの各群についてXp値を比堕すると，PR　8，　FM　1及び松
本抗体の間には特に高い値を示すものはないが，Lee抗体
では明かに低い。弐にaの値を比較すると各群の中で特に
異なる値を示すものは認められない。これを前章の理論
から考察すると，特に高い感染指数を示す抗体は見出され
ず，また特に上昇度の高い抗体も認められないことより，
この期聞にいかなるウイルスによる感染があったかを推定
することは出来ない。
　もしこの期間にいかなるウイルxの感染もないとする
と，各個体の抗体価は一様に低下するから抗体変動はすべ
ての抗体に於て有意となり，Xp及びaの値はともに負と
なる筈であるが，表に見るように各抗体共正の値を示して
いる。これは集団の一部に抗体の上昇があった場合に現わ
れるのであるが，各抗体の変動状況を見ると一般に初期の
抗体価の低い者にその上昇が認められる。しかし既にわれ
われが考察したように6），．かかる抗体上昇がイの感染によ
る真の抗体反応であるか，或いは非特異的変動であるかを
決定することは困難ぐあるから，この際は上に述べた如く
いずれのウイルスによる感染があったかを推定することは
困雌である。また小浮々童のPR　8抗体の変動が有意とな
らないことは，回帰に対し抗体価の個体差が大きいためと
解される。
Table　1．　Mathematical　Representations　qf　the　liTJzectuations　in　t／he
　　幽励。吻：隔γs／1．qa・’inst　P？酔γ翻．rnfluenzα碗剛s　Strα・ins
　　　　tin　the　Dzcration　from　Jtene　thTozegh　Novembe7’　1950
Group
Publie
sehool
pupils
Hjgh
school
pupils
Antibod夕
　PR8
　　Lee
　FMI
Matsumo七〇
Re．crressionequation
y＝＝O．78＋O．71x
y二1．88＋0．17x
y二1．44十〇．54x
y二1．76十〇．36x
Xp
2．51
2．26
3．13
2．75
　PR8
　Lee
　FMI
Ma七sumotQ
y二1．65＋0．50x
y＝1．70＋O．31x
y＝2．27＋0．29x
y＝1．69十〇．42x
3．30
2，46
3．19
2．91
????
??
1．87
3．　77　一x
4．18ve－k
8．69・N－x
??
．?
1．95
3．68“：一
3．60x
7．21Nx
90r％　level　of　eonfidence
　　　limi七for
a
O．88　一一　2．88
0．66－222
1・29　b”　2－33
xp
209・一246
2．71－3．33
2．67　・一・　2．80
10．00踊
7．66鞭
7．88今鎌
5．24懸
9．70eee－
6．07－veY；
7．82；　ve
or．8gv；x
1．32　一・　1．98
1．15－2．25
1．70　・st　2．84
1．14’v224
3．17－3．43
221　’一　2・　62
3．00－3．50
2．95　・一　3．47
4）Fisher，　R．　A．，遠藤・鍋谷訳：研究者の爲の統計的方
　法　178　（昭27）．
5〕Deming，　W．　E．，森n訳：推計学によるデータのま
　とめ方120佃召25）．
6）金光・外園：医学と生物學26，227（昭28），
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　2）昭和26年11月よリ4箇月間の抗体変動：　Tabie　2
に示す如く各抗体は小山々童のPR　8抗体を除くとこの期
開にいずれも有意の変動を示している。但し年長群のLee
抗体は曲線回帰的変動をしているのでこれを除いた各群に
ついてXpの値を比鮫すると，それぞれの信頼限界から明
かなように年少群ではFM　1抗体において最も高く，松本
抗体これに次ぎ，PR　8及びLee抗体のXp値は最も低い。
年長群においても同様にFM　1抗体が最も高く，松本抗体
との間には明かなる差異が認められる。従ってこの一丁を
上述の理論から考察すれば，この期闇にFM　1ウイルスに
よる流行があったと推論される。前報7）に述べた如く，イ・
’ウイルス抗原の変遷からすれば，この際の細行は松本株ウ
イルスによると考える方が妥当であるが，各年齢群ともに
FM　1抗体の示すXp値は松本抗体のそれよりも明かに高
く，さらに年少群では抗体の集卜1：1的上昇度を意味するaの
値もFM　1抗体が松本抗体に比べて高いことより，この流
行はFM　1株ウイルスによるものと推論せざるを得ない。
この推論は各抗体のXp値の時期的推移を比較することに
よりさらに確実性を増すように思われる。即ちTable　1，2
より各抗体についてXp値の推移を観察すると，年少集団
では後期のFM　1及び松本抗体の値は前期に比べて明かに
上昇しているが，年長集団ではFM　1抗体の値には認むべ
き変化なく，松本抗体では却って低下している。しかし前
章の理論によればイの感染がない時にはXp値は低下する
筈であるから，Xpに変化のないことは両期閥の抗体変動
に当はめた回帰直線がともに基準線上で同じ点で交わるこ
とを意味し，換言すれば前期に低下した抗体は後期におい
て上昇し，前期に上昇した抗体は後期に低下したことを示
している。従ってこの場合は年長群にもFM　1抗体の上昇
した著が相当数あることになる。これに対して松本抗体は
前期に比べて集団的に明かな低下が起っているので，Xp
値の推移から見てもこの流行はFM　1株によるものと推論
すべきであると思う。
　次に松本抗体のXp値の推移を見ると年少群では上昇
し，年長群ではかえって低．ドしている。FM　1株と松本株
との闇には抗原構造に共通の部分があることが知られてい
るので，年少群の松本抗体のXp値がFM　1抗体のそれと
ともに上昇したことは容易に理解されるが，年長群におい
て却って低下していることは興味がある。これを表につい
て考察すると；本抗体のXp値は初期に低い年少群では上昇
し，初期に高かった年長群では低下していることから，類
属抗体の変蹴には流行前における抗体の集団的水準のみな
らず，過去の抗体変動の状態も関聯しているように思われ
るが，これについてはさらに検討する必要がある。
　3）昭和26年6月よリ9箇月間の抗体変動二急報に述
べた如くこの期間のFM　1抗体の変動は各年齢ともに複雑
で直線回帰を示さないので，これを除いた3種抗体につい
て観察するとTable　3に見るように各抗体の変動はいずれ
も有意である。次にXp値を比較するとLee抗体はPR8，
松本抗体よりも低いが，後の2抗体の閻には差を認めない。
またa値では年少群のPR8とLee抗体との問に差i異を認
めるのみである。前章の理論に従えばこの成績からPR　8
或いは松本株ウイルスの流行が考慮されることになるが，
イの七二よりしてPR　8株の流行は考えられず，またこれ
と抗原構造が著しく異なる松本株に対する抗体においても
Xpの値：がPR　8抗体と異ならないことより，この期闇に松
Table　2．　Mαthemαt”icαζRepresentαtionsげthe　F脇06z臨毬。πs伽the／lntibod？1
TiteTs　Agaz：nst　DiffeTent　lnjiuenca　V’ines　Strain－s　in　the　DzeTataon　fTom
　　　　　IV’ovember　1950　through　to　March　of　the　．libllow？：ng　Year
Group
Public
sehool
pupils
High
sehool
pupils
　Antibodyl
　　PR8
　　　Lee
　　FMI
　Ma七sumoto
Regressioh
　　　　　　　　　xp　equation
y＝O．43十〇81x　1　2．26
y＝185十〇．12x　　　2．10
y＝＝3．18十〇．67x　1　3．41
y二1．23十〇．58x　　　292
　PR8
　Lee　．
　FMI
Matsumoto
［　y＝O．45＋O．81x　1　2．36
　exponential??????????＝＝? 3．45
2．65
1－b
　ab
2．22
5．17・XM
7．75X：c
4．40　ve
4．75鞭
6．20懸
12．00鞭
．．4　．一
aa
1．86
4．62躁
7，95滞
4，32i一
3．21X
95％　level　of　eonfidence
　　　　limit　for
a
6，2gxx－
9．35：　ve
1．07－2．63
2．40－3．96
0．68－1．78
Xp
O．18－O．72
1．47　・一　2．81
1．26　t一　1．92
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7）外園：札幌医誌5，3（昭29）．
6巻5号 外園丁インフルエンザの血清疫学V 289
回目ble　3。1日置哲んemαtical　Rep「esentαtionげ伽Fluctuationsi　in　the幽励odμ
　　T’ite7’s　Aga，inst　Diti77erent　influenea　V．iras　St？一回忌ns　in　t．he　D　caratim
　　　　　　加m　June　throzagh　t・Mαr・ん（）f　the　Nex彦Yeαr．
Group
Public
school
pupils
High
schoo正
pupils
Antibody
　PR8
　Lee
　FMI
Matsumoto
　PR8
　Lee
　FMI
Matsumoto
Regression
equation
y＝1．04＋O．62x
y＝2．74－O．23x
not　be　fQund
y＝1．66十〇．40x
y＝＝O．90＋O．68×
y＝　1．66＋0．31x
not　be　found
y二1．82＋0．34x
Xp
2．73
2．22
2．76
2．81
2．40
276
????
??
3．80難
4．52静
7．50懸
5．33燥
6．90xbe
22．00鞭
??
3．71鞭
6．68：x－h‘
5．92－N・k
4．Og－x　ve
5．53eeN
30．33－kM
95％　level　of　confidence
　　　　limit　for
a
一〇・49　r一　1．59
1．94一一3．54
1．11　一一　2．21
O．47　t一　L33
1．07・一2．25
1・70　r一　1．94
Xp
2．45－3．14
2・14’v2．29
2．50　一一　2．93
2．57　・一　3．02
202’v2・59
2．61　’v　2．91
本株ウ．イルスによる流行があったと推定することは出来な
い。即ちこの威績は三囲を細分して観察した前2表の威績
と背離しない。また前2回の観察で有意の変動が認められ
なかった小学々童のPR　8抗体は，かかる長期に亘って観
測すると抗体変動は有意となり，そのXp及びaの値は年
長群において同じPR　8抗体の示すそれぞれの値と近接し
ている。　　　　　　　・
考 按
　イの血浩疫学に関する研究は極めて多いが，その多くは
記述疫学的研究であって，これを理論的に考察したものは
極めて少なく，特にその抗体変動を理論化しようとする試
みは小島等8），福”．9、，lo），操11），　Davenport等12♪の報告
の外は見ないようである。またその研究方法についても批
判を要する点があり，特に抗体変動から流行株ウイルスを
推宗する際，在来の方法によって得た推論が他の経験的専
実から得られた成績と必ずしも一致しない場合がある。こ
れは血清疫学の歴史が浅いためにその理論的基礎がまだ確
立されておらず，従って研究成績に対する理論的批判がな’
されていないためと思われる。前回において私はイの血清
疫学に関する研究を方法論的見地から検討し，新たな研
究：方法の考案を試みるとともに，抗体の集団変動の法則
を探究してきたが，抗体の時間的変動傾向が集団として
多くの場合直線圓帰を示すことを知ったので，本報ではこ
れに基づいてイ血清慶学に理論11勺基礎を与えようと試み
た。
8）　iJ、島・示冨見：　和卜学　16，　116～139　（i昭21）．
g）　示蒔見・｛也：　B系皿誌　2，53　（昭22）．
10）瀟見1　0本医事新報1572，23（IlkJ　29）．
　上述の如くこの理論は抗体の下聞的変動が集団として直
線回帰：をなすことがその基礎となっている。即ち感染を受
けた個体の上昇と，感染を免れた個体における抗体の自然
低下とは本質的には無関係の事象であるが，観察期間を適
当に撰べば勘考の変動は集団として直線杓傾向を示すこと
から，この性状は一定条件における抗体変動についての血
清度学的法則と見倣せるのではないかと思われる。私はこ
れに基づいて抗体変動から上に提Pl関した集団感染指数Xp，
及び集団感受指数aなる2種の指標を導き，これによって
抗体変動を考察した。この理論で畑野なのはXpとaが如
何なる場合においても相互に独立の変量となることであ
る。
　感染は病原体と宿主との交互作謂と考えられているが，
諸種疾患の流行の際疫学現象によって両者を分析すること
は通常著しく困難である。しかしこの理論によればはXp
は集団の感受性には無関係で病原体の性状のみに関する指
標であり，またaは病原体とは無関係に儂団の抗体産生能
のみに関聯した指凛となるので，感染の現象を抗体の集団
的変動という而から考察するならば，この方法により両者
をそれぞれ独立の事象として分析考察することが出来る。
　この理論を用いて孟壮丁学的に流行株ウイルスを推定す
るたには，先ず各抗体の変動から得たXp値を比咬し，そ
の値の最も大なる抗体に対応するウイルスが1充行株と判定
されるが，各Xp値の間に差異が認められない場合は集団
としての抗体上昇度を意味するa値を比咬して，その値の
最大なる抗体に対応するウ．イルスを以て流行株と推論する
11）操：VIRUS　2，123（昭27）．
12）　Davenport，　E　M・，　，Hennessy，　A．　V．　＆　Franeis，
　　T．　Jr．：　」・　Exp．　Med．　98，’641　（1953）．
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のである。また相異なる集団の抗体産生能力は同じ流行に
おいてa値を比較することによって判定される。
　次にこの方法と現在用いられている諸方法につt・て理論
的見地から比較考察して見たい。
・先ず最も広く用いられている抗体の集団的平均値の時間
的変化による方法と比較すると，Fig．2に例示した如く
2種の抗体が集団として明かに異なる傾向の変動をなして
いても，各抗体の感染前後における平均値が等しい場合に
は，この方法では両者の変動を判別することは不可能であ
る。しかし上述の理論によれば流行株ウイルスに対する抗
体のXp値はかかる場合にも当然上昇する筈であるから，
図に示す如く容易にこれを判別することが出来る。
　また同様に広く用いられている抗体価の平均上昇倍数
（Mean　fold　increase）による方法との比較であるが，　Fig．
1から容易に理解されるように，同じ抗体の変動におい
ても感染前の抗体価の低い群では平均上昇倍数は多く，既
に高い抗体を有する群でにその値は小さい。従ってこの方
法では対象の撰び方によって成紅が異なることになり，こ
れを2種の抗体変動の判別に形式的に適用する時には，そ
の解釈に金光工3）、14）の指摘した如き混乱が生ずることにな
る。しかしこの理論によれば同じ傾向の抗体変動を示す集
団では，そのXp及びaの値は感染前における抗体価とは
関係がないので，この方法では推論に上述した如き矛盾混
乱は伴わない筈である。
　以上の如くこの：方法は理論的に見て従来の方法より優れ
ていると考えられるが，これを実際の例に応用する際には
2，3の問題がある。先ず各抗体のXp，　a値を比乱する場
合1乙はそれぞれの値の標本誤差の小さいことが望まれる
が，そのためには設定された回帰直線に関する誤差が小さ
くなければならない。しかし抗体変動の個体差σy2は抗体
の種類や観察期間により相当に大ぎいことがあり，かかる
場合には測腱個体の数を相当に大きくする必要がある。私
の経験によれば標本の大き’さを50名以上にすれば，大命
の抗体変動の比咬が吊来るようである。
　次は集団感染指数の信頼性についてであるが，同じ信頼
度を用いてもXpがX座標において集団の抗体価の分布
する領域内にある時はそれに対する信頼限界は狭いが，そ
の領域の外に落ちる時はXpの信頼限界が著しく広くなり，
信頼性が弱められる4）。従って各抗体のXp値について一
様に高い信頼性を得るには，’各種ウイルスに対する感染前
の抗体を相当に広い領域に亘って測定しておく必要がある
が，このことは常に容易とはいえ．ない。
　またこの理論は抗体変動が直線回帰をなす場合にのみ成
立するのであるが，1玉前掲の表に見るように曲線回帰をなす
場合もあり，特に観察期間を短縮すれば前路1）に述べた如
く当然曲線回帰をなす可能性がある。従ってこのような場
合に対する理論は改めて研究する必要がある。
　夢（に実際の例をこの：方法と在来の方法とによって解析し
た成績を比較するとド両者の間にかなりの差異が見られ
る。即ち単童生徒の集団について昭和26年6月より5箇
月間の抗体変動において，本法を用いた場合にはこの期閥
に特にイの流行は認め難いが，抗体価の平均上昇度によっ
て観察した成績では，前報15，のTable　1に示す如く年少
群においてFM　1及び松本抗体の低下，年長群においては
Lee抗体の低下と松本抗体の上昇が認められている。しか
し抗体価の上昇度は前述の如く感染前の抗体価と関聯して
いるから，抗体．上昇が有意であるということのみでそれに
対応するウイルスの感染があったとはいえず，従ってこの
成績から年長群に松本株ウイルスの流行があったと推論す
ることは早計である。
　また同報のTable　21は昭和26佃11月より4箇月間の観
察威績であるが，これによれば年長群にPR　8．抗体の低下
とFM　1抗体の上昇が認められる。しかし本法による解析
の結果では両群ともにFM　1ウイルスの感染があったと推
定され，t{法の方が検出力はより鋭敏なように思われる。
　以上イ抗体の集団変動を理論的に考察し，これ
に基づいて抗体の変動現象を解析すを新たな方法
を考案した。この理論は一定の制限条件の下に成
り立つものであるが，本研究はイの血清疫学に理
論的基礎を与えるものと思う。
結 論
　1．イ・ウイルスに対する血球凝集抑制抗体価
の時間的変動が集団として直線回帰を示すことよ
り抗体変動の現象を運論化し，この理論に基づい
，て二二疫学に対する新たな研究方法を考案した。
　2．この方法を実際の例に適用して流行株ウイ
ルスの性状を推論した。
　3．この方法を現在血清疫学の研究に用いられ
ている諸種の方法と比較し，理論的見地からその
優劣を論じた。
　　　　　　　　　　　　　　　、（日岡禾029．9．3受f寸）
13）　金ジ自：　綜合臣舘封水3，46　（ll召29）．
14）金光・他：札幌医誌6，11（昭29）．
15）凹田：札幌医誌5，122（昭29＞．
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Summary
　　　　In　this　report　the　tendencies　of　the　’long　term　fluctuations　in　the　antibody　titers　against
different　strains　of　influenza　viruses　were　theoreticalJy　studied．　Based　on　the　fundamen－
tal　facts　that　the　Iong　ter血fluctuations　in　antibody　titers　generally　show　the　tendencies
of　linear　character，　as　observed　in　the　previous　report，　two　indices，　namely，　infectivity
index　（Xp）　and　susceptibility　index　（a）　were　mathematically　introduced　frotn　the　regression
lines　fitted　to　the　tendencies　of　titer　fluctuations．　The　‘Xp’　represents　the　infectivity　of
virus　and　this　value　increases　with　the　rise　in　the　infectivity　of　virus，　independent　of
the　antibody　levels　of　the　groups　before　infection．　The　‘a’　represents　the　group　suscep－
tibility　against　the　virus　infection　and　means　simultaneously　the　ability　of　antibody　produc－
tion，　irrespective　to　the　infectivity　of　virus．　According　to　this　theory，　therefore，　each
vaユue　of　both　index　can　be　determined　i　ndependently　by　each　other．
　　　　Several　sets　of　antibody　titrations　were　analysed　by　this　method，　and　the　same　sets
were　concurrently　examined　on　the　significances　of　the　increases．．of　the　mean　antibody
titers　bet“veen　before　and　after　infection．　Both　results　did　not　algTays　coincide　in　each
case，　and　the　causes　which　brought　such　disagreements　in　the　results　were　theoretically
considered．　lt　was　found　that　the　values　of　the　mean　fold　increase　differed　with　the
antibody　levels　of　the　group　possessed　before　infection，　but　based　on　this　theory，　both
index　indicated　above　must　be　constant，　irrespective　to　the　level　of　the　antibody　before
infeetion．　TherefQre，　this　would　be　a　more　reasonable　method　to　analyse　the　serological
and　epidemiological　phenomena　of　infiuenza．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Sept・　3，　1954）
